

















































































































































































































































































































































































































































































































































































衆国の立場で正式に領有take formal possession of them on the part 
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27「明白な宿命」とペリー提督の恫喝外交
　　　上海は、カリフォルニアに行くのに最も便利であるばかりでなく、中国のほぼ中
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24）洞富雄、pp． 214－15
25）同上、pp． 215－16
　　同書から2例転載すると、
　　　　乍序御談話に及候。此節相願候一件[開国]御承引不被下候へは、不得止直に
戦争をも可致用意に候、若戦争に相成候へは、近海へ軍艦五十隻は留め有之、尚
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